
利尻研究 (34): 11-13, March 2015

利尻島から報告がある蛾類は，これまでにおよそ
590 種が数えられている（平嶋，1989；楠・保田，
1991，1993；倉田・西澤，1992，1993，1995；
神保・柳田，1978；酒井ほか，1968；楠・佐藤，
2001，2013；工藤，2010，など）．2014 年に採
集され利尻町立博物館に収蔵された標本のうち，本
島から記録がなかったと思われる蛾類３科３種が確
認されたので，以下のとおり報告する．なお，調査
にご協力いただいた岡真由美さん（利尻町沓形）に
お礼申し上げる．

ツツミノガ科　Coleophoridae

01. Coleophora serratella (Linnaeus, 1761) 
シラカバツツミノガ

1M, Senhoshi, Rishiri Island, Hokkaido, 
Japan, 2014.vi.20 (emerged 2014.vii.7), M. Satô 
leg., RTMLp206.

ツツミノガ科の幼虫は独特の筒巣を形成し，様々
な食草から発見されるが，その大きさは 10mm に
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Abstract. Three species of moths, Coleophora serratella, Hupodonta corticalis and Eutelia geyeri, are re-

ported for the first time from Rishiri Island. Although C. serratella is the second species recorded belonging 

the family Celeophoridae, there is the possibility of a few additional species from this island.

満たない小型蛾類である．同定に使用された標本
は，2014 年６月に林道脇のウドおよびハンゴンソ
ウの葉上で発見された筒巣の１つから，後日羽化し
たオス個体であった．シラカバツツミノガの食草は
カバノキ科とされ（広渡ほか，2013），本筒巣が採
集された草本の上部にはダケカンバなどの広葉樹が
覆う林であったことから，高所の枝から落下してき
た幼虫がウドまたはハンゴンソウの葉上で蛹化した
ものと想像された．これまで利尻島からはノコギリ
ソウツツミノガ Coleophora argentula (Stephens, 
1834) が確認されているが（楠・奥，2010），筆者
らにより撮影された筒巣や成虫の写真からアザミク
ロツツミノガ C. paripennella およびネブトキンバ
ネツツミノガ C. deauratella など，未確認種が複
数生息している可能性がある（楠・奥，2009）．

シャチホコガ科　Notodontidae

02. Hupodonta corticalis Butler, 1877
カバイロモクメシャチホコ

1F, Kutsugata, Rishiri Island, Hokkaido, 
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Japan, 2014.viii.21, M. Oka leg., RTMLp205.

同定に使用された標本は，民家の壁に止まってい
たところを採集されたメス個体であった．シャチホ
コガ科はこれまでに 28 種が本島から記録されてい
るが（酒井ほか，1968；神保ほか，1971；倉田・
西澤，1992，1993，1995，など），本種が確認さ
れたことはこれまでなかった．

ヤガ科　Noctuidae

03. Eutelia geyeri (Felder & Rogenhofer, 1874)
フサヤガ

1M, Senhoshi, Rishiri Island, Hokkaido, 
Japan, 2014.x.16, M. Satô leg., RTMLp204.

フサヤガの代表的な食草はヌルデなどのウルシ科
およびブナ科とされているが（岸田，2011），本島
のウルシ科はツタウルシとヤマウルシの２種に限ら
れ，採集場所の付近にはツタウルシが分布する．同
採集場所では，2013 年 10 月にも成虫が目撃され
ていたが，捕獲する事はできなかった．
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